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タグとファセットによるモバイル機器用手書きメモ管理システム
Managing hand-written micro notes with tags and facets

生駒 浩隆 五十嵐 健夫∗

概要. 本研究では，モバイル機器上で電話番号や予定，地図，部屋番号のように，粒度が細かく雑多な情
報を，手書きメモとして入力・管理する手法を提案する．本システムの特徴としては，タグとファセットを
用いて手書きメモを管理している点にある．ファイルをタグとファセットを用いて管理する手法は既に提案
されているが，手書きメモをこれらで管理することで，メモに含まれているメタ情報やメモの関連性を簡
単に表現することが可能になる．同時に，連想検索やメモの書き込みと探索のスムーズな移行も支援して
いる．また，キーボードがない状態や簡易的な手書きメモを管理しやすくするために，一時的な手書きタグ
を利用する方法を支援している．

1 はじめに

本研究では，モバイル機器上で電話番号や予定，
地図，部屋番号のように，粒度が細かく雑多な情報
を，手書きメモとして入力・管理する手法を提案する．
既存の管理手法としては，ファイルシステムのよう
に階層的に管理する手法，アドレス帳やスケジュー
ルなど個別に管理する手法，データベースを利用す
る方法，全文検索を利用する方法などが考えられる．
しかしながら，これらの管理手法ではキーボードが
ない状態や簡易的な手書きメモを管理するには向い
ていない．そこで，我々はタグとファセットによる
手書きメモ管理手法を提案する．ファイルをタグと
ファセットを用いて管理する手法は既に提案されて
いるが [1]，手書きメモをこれらで管理することで，
メモに含まれているメタ情報やメモの関連性を簡単
に表現することができる．

2 関連研究

メモを管理する手法として五十嵐らは単語間ネッ
トワークに基づいた情報表現による連想検索をもと
にした方法を提案している [3]．また，増井は全文検
索をもとにメモの管理を行うQ-Pocketを提案して
いる [4]．様々な種類のファイル（word, excel, pdf,
etc）を統合的に管理する方法としてE.Cutrellらの
Phlatがある [1]．Phlatはデスクトップ検索とファ
セットナビゲーションを統合し，複数のカテゴリ（検
索履歴，日付，タグ，パス，種類)によるファイル
の絞込みを支援している．また，K.P.Yeeらによっ
て画像の探索においてファセットナビゲーションが
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従来のキーワード検索や類似検索より優れているこ
とを示されている [2]．

3 提案システム

本研究では，メモのメタ情報をタグとして付与す
ることで管理する新しいメモ管理システムを提案す
る．ユーザはメモに任意のタグを付与でき，メモに
付与されたタグをファセット分類することで，多角的
な視点からナビゲーションする方法を支援している．
分類したタグからクエリを構築することで，ユーザ
は目的のメモを探し出すことができる．また，シス
テム側で付与されたデータをファセットとして扱う
ことができる．作成日時，更新日時，更新回数など
のデータは自動でメモに付与されているので，これ
らの情報を使って絞込みを行うことを支援している．
本システムは，図 1のナビゲーション画面と，図

2のメモ入力画面で構成されている．ナビゲーショ
ン画面は，タグ一覧，クエリ，メモ一覧の画面で構
成されている．画面左のタグはファセットで管理さ
れていて，ここから任意のタグを右上のクエリ欄に
ドラッグアンドドロップすることでクエリを構築す
る．そして，クエリに一致するメモが検索され右下
の画面に一覧表示されている．

図 1. ナビゲーション画面
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図 2. メモ入力画面

3.1 メモの探索と書き込みのスムーズな移行

本システムはクエリを利用することで，書き込み
と探索のスムーズな移行を支援している．探索フェー
ズにおいて，ユーザはファセット分類されたタグを
用いてクエリを構築することでそれに合致したメモ
を探し出すことができる．また，検索結果のメモに
付与されたタグを利用することで，連想検索を行う
ことができる．連想検索を利用することで，自分の
探したい情報が見つからない時でも，その他のメモ
との関連から探し出すことができる．
このようにメモを探索している状況で，追加のメ

モを取る状況も考えられる．そこで，クエリが構成
されている状態でメモを書く動作に移ることで，ク
エリに含まれるタグを自動で付与する機能を提供し
ている．ファイルシステムなどでは，フォルダの中
でファイルを作ればそのフォルダにファイルが格納
されるように，その状況に適したタグを自動で付与
することを支援している．例えば，ミーティングの
時のメモを取る際に，全ての新しいメモに’ミーティ
ング’と言う同じタグを付けるのではなく，クエリ
として構築しておくことでタグを付与することが可
能になる．もちろん，それぞれのメモに独自のタグ
を付けることも可能である．

3.2 手書きタグを利用した一時的なタグ付け

メモを取る時には手書きのタグを一時的に付けて
おいて，後でそれを置き換えると言った方法を提案
している．こうすることで，キーボードや予測入力
システムを利用せず，ペンのみで手書きメモを管理
することができる．この方法では，一時的に作って
おいた手書きタグを使いまわすことができるのでメ
モの関連性を保つことは可能であり，一時的なタグ
を既存のタグに結びつけることで既存の情報との関
連を付けることもできる．このように一時的な記憶
として手書きのタグを利用することで，知識の損失
を防ぐことを支援している．

4 使用例

以下にミーティングで手書きのメモを取る例を
示す．

まず，前回のミーティングのメモを見るために，
「研究」ファセットにある「ミーティング」タグをク
エリに追加すると，メモ一覧に多くのミーティング
のメモが表示される．先週のメモを見るために，「日
付」ファセットにある「先週」タグをクエリに追加
する．
次に，今回のミーティングのメモを取り始める．

まず，クエリから「先週」タグを除去し，いくつかメ
モを取る．この時，新しく書いた手書きメモにはク
エリ内の「ミーティング」タグと，作成日時などのシ
ステム情報が付与される．ミーティング内でWISS
に関する議論になった．そこで，手書きで「WISS」
と言うタグを生成し，クエリに追加しメモを取る．
WISSの話が終わったので，クエリからタグを除去
した．
ミーティングが終わり，ある程度の時間の余裕が

できたので，手書きで作成しておいた「WISS」タ
グをテキストに置き換え，「学会」ファセットに追加
した．

5 まとめと今後の課題

本研究ではメモのメタ情報をタグで表現し，その
タグをファセット分類することでメモを管理するシ
ステムを提案した．本システムを利用することで，
メモの関連性を柔軟に管理することができるように
なる．今後はサムネイルやタグの提示方法を改良し，
システムで扱えるコンテンツ（画像や動画など）を
増やし，ウェブやデスクトップとの連携に取り組み
たい．
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